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【序論】短時間睡眠や長時間睡眠，不眠症といった睡眠障害が糖尿病を発症，悪化させる

だけでなく，脂質異常症，高血圧症も悪化させ，心血管疾患や脳卒中を発症し，死亡率を

上昇させる事が分かっている．短時間睡眠によって，レプチンの低下，グレリンの上昇で

食欲が亢進し，夜間のコルチゾール上昇などによって，血糖を上昇させる機序等が考えら

れている．当院では神奈川県内 24 施設と共同で，2 型糖尿病患者を対象に大規模な横断研

究 Sleep and Food Registry in Kanagawa study(SOREKA)研究を行った．その結果，血糖コ

ントロール不良な際には，睡眠の質が悪く，睡眠時間が短くなる事，また，炭水化物摂取

比率の増加が血糖コントロール不良に寄与する事を報告してきた(Sakamoto et al., 2018) 

(Yamakawa et al., 2019)．しかし，これまでの研究で睡眠時間の食事摂取に与える影響に

ついては検討されていなかったため，本研究は 2 型糖尿病患者における睡眠時間と食事摂

取パターンについて調査する事を目的とした． 

 

【実験材料と方法】本研究の対象は，2014 年 5 月から 2016 年 3 月の期間で神奈川県にあ

る 24 の糖尿病が専門のクリニックや病院で行った SOREKA 研究に参加した 2 型糖尿病患

者 3249 人とした．本研究のプロトコールは横浜市立大学公立大学法人人を対象とする医

学系研究倫理委員会（承認番号：D1405028，承認日：2014 年 5 月 22 日）によって承認

され，大学病院医療情報ネットワークに登録した（試験 ID：UMIN000014318）．簡易型

自記式食事歴法質問票（BDHQ）を行い，食習慣調査を行った．睡眠時間については、ピ

ッツバーグ睡眠質問票（PSQI）を使用し評価した．3249 人のうち，BDHQ，PSQI に回

答し，データの欠損がなく，睡眠時間や食事摂取量の外れ値を除外した 2887 人で解析を

行った．患者背景は年齢 63.0 ± 11.5 歳，男性 1765 人（61.1%），BMI 25.3 ± 4.7 
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kg/m2，HbA1c7.5 ± 1.6%（平均±標準偏差）であった．睡眠時間を 6時間未満 749人，

6～6.9時間 949人，7～7.9 時間 750 人（リファレンス群），8時間以上 439 人の 4 群に

分け，BDHQ から算出された食事摂取を評価した． 

 

【結果】1 日の摂取エネルギー，炭水化物，脂質，蛋白質，食物線維のそれぞれの摂取

（グラム／日）や摂取比率（％エネルギー）については，7～7.9時間群と比較して，いず

れの睡眠時間でも差を認めなかった．年齢，性別，体格指数（BMI），糖化ヘモグロビン

（HbA1c）など多因子で調整後も有意差は認めなかった．また，食品群別摂取量（グラム

／1000kcal エネルギー密度）では，牛乳と乳製品，肉類，魚介類，卵類，豆類，いも及び

でん粉類，野菜類，菓子類，果実類，穀類，油脂類を評価した．7～7.9 時間睡眠群と比較

し，6 時間未満群は魚介類が少なく，菓子類が多い結果であった．8 時間以上群ではいず

れも差を認めなかった．多因子で調整し，菓子類については，7～7.9時間睡眠群の調整平

均は 27.3 グラム/1000kcal (25.3, 29.1) (95%信頼区間)と比較し，6 時間未満群は 29.9 グ

ラム/1000kcal (27.9, 31.8)で有意に多く（P=0.0059），8時間以上群は 25.4 グラム

/1000kcal (23.0, 27.9)で，有意に少なかった（P=0.019）．魚介類では差を認めなかっ

た．更に菓子類の摂取について，単変量解析では摂取増加と関係するのは，6時間未満睡

眠，女性，BMI 高値，HbA1c 高値，脂質異常症の既往があり，低下では 8 時間以上睡

眠，飲酒，喫煙であった．P <0.05 を示した有意な項目のみで多変量解析を行っても，6

時間未満睡眠は、7～7.9時間睡眠と比較し，菓子類の摂取量の増加と有意に関係(B 2.1; 

0.55, 3.6; β = 0.062; P = 0.0078）し、8時間以上睡眠は摂取量低下と有意に関係した(B -

2.2; -4.0, -0.32; β = -0.056; P = 0.021)．BMI については有意な関係を認めなかった． 

 

【考察】一般人口や肥満者を対象としたメタアナリシスの結果からは，短時間睡眠によっ

て，炭水化物，蛋白質，脂質はいずれも増加し摂取エネルギーは増加する(Fenton et al., 

2021)が，睡眠の制限によって摂取比率は蛋白質が低下し，脂質が上昇する事が報告され

ている(Al Khatib et al., 2017)．また，間食が増加し，特に夜間に増える事が多く報告され

ている．本研究の結果から，2 型糖尿病患者では短時間睡眠によって摂取エネルギーや大

栄養素摂取には影響が少ない一方で，菓子類の摂取を増加させる可能性が示唆された．2

型糖尿病患者の短時間睡眠者では，十分な睡眠をとり，菓子類の摂取を避けるよう指導す

ることが，血糖コントロールや脂質管理の改善につながる可能性がある．
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